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        第一章　どん底の中の運命の再会

        　

        『婚約を解消してほしい。きみとの未来をどうしても描けないんだよ……』

        元婚約者からの言葉を思い出しながら、私は、朝から自宅でインターネットの求人を見ていた。結婚するために、仕事を辞めたのに。あまりにも、無責任すぎる。どうして、もっと早く言ってくれなかったの……。

        彼のことを好きだったのは、間違いない。ただ、婚約破棄をされてからの毎日は、地獄だった。眠れないし、頭痛がひどい。病院に行ってもストレスと言われるだけで、自分の気持ちを吐き出すことができずに過ごしていた。

        仕事は、すぐ見つかると思っていたが、考えが甘かった。なかなか採用されないのだ。二十七歳になってからの再就職は、厳しくて、心が折れてしまいそう。気持ちは若いつもりでいたけれど、周囲はそうとは見てくれない。

        こんな生活がもう二ヶ月も続くと不安で、おかしくなってしまいそうだった。

        画面をスクロールすると、目に止まる文字があった。

        「住み込み家政婦？」

        見つけた求人を、よーく読む。住み込みなんて、危険かな。雇い主に体まで奪われてしまうとか……？　いやいや、漫画とか読みすぎ？

        「そっか。相手は女性なんだ」

        じゃあ大丈夫か。安心。早速、応募フォームに入力をする。

        最後に自己アピール文を書く欄があった。うーん……どうしようか。

        『掃除、洗濯、料理がとにかく大好きです。空気のような存在を目指して働きたいと思っております。よろしくお願いいたします』

        ――送信。

        どうか、いい縁になりますようにと、画面に向かって手を合わせた。

        家事は嫌いじゃない。結婚するために習いに行って、料理の腕もあげた。元婚約者も美味しいと食べてくれていたのに、あれは、演技だったのだろうか？　私の作った料理を喜んでくれて、胃袋をつかまれた……なんて、言ってくれたのになぁ。

        家政婦という仕事は自分に合っている気がする。もし、今回の話がうまくいかなかったら、家事代行派遣会社にでも登録してみようかな。

        　

        洗濯物を干し終え、簡単にランチを済ませた。

        テレビをぼんやりと観ていると、伊豆の特集が組まれている。二人で温泉に行った日が懐かしい。あの頃は、明るい未来しか想像できなかった。

        「はぁ……」

        失恋の傷がなかなか癒えなくて、ふとした瞬間に、彼と過ごした日々が蘇る。

        しんみりしていても、落ち込むだけだ。気持ちを切り替えるために、激安スーパーへと向かった。

        特売品ばかり購入。レシピを考えてから料理をするのではなく、安い材料を揃えてから、節約レシピを考えるのが、私のルール。今日は、じゃがいもと人参が安かったから、肉じゃがにしようかな。でも、お肉がないか。シーチキンの缶詰で代用しよう。

        家に帰る途中、スマホが鳴る。知らない番号だが、応募先の企業からかもしれない。おそるおそる電話に出てみる。

        「はい、春岡です」

        『春岡涼花はるおかすずかさんでしょうか？　インターネットから家政婦の求人に応募してくださりありがとうございます。私、藍瀬あいせと申しますが……』

        「あ、はい！」

        『アピール文が面白かったので、一度お会いしたいのですが、今日は夜空いていますか？』

        テキパキとした話し方に好感が持てる。お腹がちょっぴり減っているけれど、そんなのどうでもいい。仕事が決まるかもしれないのだから。

        「ぜひ」

        「では、お待ちしております」

        　

        　　　◆

        　

        急いで家に戻り、グレーのスカートスーツに着替えると、指定された場所へと向かう。雇い主さんは『ストロベリームーン』という会社を経営しているらしい。

        緊張しながらエレベーターに乗り込む。ノンストップで目的の階につくと受付に電話が置かれていた。『お客様は内線三番を押してください』と書いてある。

        「面接に来ました春岡涼花と申します」

        「いらっしゃいませ。お話はうかがっております。ご案内いたしますね」

        同じ階にある来客室に連れられると、少々お待ちくださいと言われ、一人になる。

        採用してもらえたらいいな……。緊張する。しばらく待っていると足音が聞こえてきて、ドアが開いた。

        「お待たせしました。……涼花？」

        「え、あ、紀子のりこ先輩？」

        黒髪のロングストレートヘアーに色が白くて切れ長の瞳の彼女、藍瀬紀子さんは大学時代のサークルでお世話になった先輩だ。サークルといっても、特別なことをしていたわけではなく、数十人が定期的に集まり、交流会と銘打って飲み会を行っていた。

        五年ぶりに再会して、ますます綺麗になっていて、眩しいくらいだ。

        「久しぶりね。涼花と同姓同名だと思っていたけど、まさか本物だとは思わなかったわ。驚いちゃった。たしか、事務の仕事についていたわよね？　仕事辞めちゃったの？」

        私の目の前に座った紀子先輩が、心配するように質問してきた。

        「……実は」

        包み隠さずに話をすると、先輩は眉間にしわを寄せてムッとした表情になった。

        「婚約破棄をするなんて、ひどい男ね。しかも、ちゃんと理由を言わないなんて信じられないわ」

        「私にも悪いところがあったと思うので、彼のことを責めないようにしているのですが。とにかく仕事が決まらなくて……そんな時に家政婦の仕事を見つけたのです」

        「そう」

        心底心配そうな瞳を向けられた。紀子さんは昔から面倒見がよくて、素敵な人で、困っている人を放っておけない。やさしくて、大好きだった。

        「今住んでいるところも引っ越しするつもりで、来月末までの契約なんです。住み込みというところに惹かれました」

        熱く語ってしまったが、知り合いに家政婦を頼むなんてことは、したくないだろう。でもこうして再会できたのだから喜ばなきゃ。たまに会って食事をしてもらえたらいいな……。

        「もし、涼花が嫌でなければ、しばらく私の家の家政婦として働いてもらいたいわ」

        「え、いいのですか？　ありがとうございます！」

        「気心の知れた人の方が安心だし、まして涼花なら猶更よ」

        紀子先輩が柔らかな笑みを浮かべてくれたので、私も笑みを浮かべた。遠慮してしまいそうになったが、せっかく来てほしいと言ってもらえたので、お世話になろうかな……。

        「嬉しいです。よろしくお願いします！」

        「じゃあ、決まりね。もうそろそろ仕事が終わるから待っていてくれる？　何か食べていきましょう」

        「はい」

        立ち上がった紀子さんは颯爽さっそうと出ていく。私は、仕事が決まってとりあえず一安心していた。彼女が快適に暮らせるように、サポートしていきたい。

        　

        近くにあるホテルの和食屋さんに連れていってくれた。個室で落ち着いた雰囲気だ。琴の音色がさり気なく流れている。

        こんなところでご飯を食べたことがほとんどなく、緊張する。

        「先輩の会社って、どんな会社なんですか？」

        「アダルトグッズというか、ラブグッズというか。そういうのを作って売っているのよ」

        「……アダルトグッズ？」

        小声で聞き返すと、紀子さんはにっこりと笑って頷く。性経験が元婚約者しかない私は、話を聞いてもピンとこない。

        「今度、見せてあげるわ」

        「はい」

        「それよりも、引越し業者を手配しましょう。なるべく早く仕事に入ってほしいの」

        「わかりました」

        食事を終えるとタクシー代まで持たせてくれた。帰りの車の中、先輩と一緒に暮らせるのが嬉しいと感じている。引っ越しも近いうちにするだろうから、荷造りをしておこう。

        　

        次の日は、朝から部屋の整理をしていた。もともと引っ越しするつもりだったので、ほとんど荷物はない。ベッドも売って布団で生活しているし、電化製品もテレビ、小さな冷蔵庫、ノートパソコンしかない。洗濯機は処分をしなきゃなぁ……。

        お昼が過ぎた頃、紀子先輩からスマホに着信があった。

        「紀子先輩！　大きなキャリーケース一つに荷物が収まっちゃいました」

        『あら、そう。じゃあいらない物を廃棄する業者と、清掃をお願いしましょう』

        何から何まで手配してもらって申し訳ない。

        『じゃあ、明日、引っ越ししてこられるわね』

        「はい」

        『楽しみに待っているわ。困ったことがあれば遠慮しないで連絡してきてね』

        「ありがとうございました」

        『あ……あと、先輩じゃなくて、紀子でいいから』

        電話を切ると、私は大急ぎで荷造りをした。紀子さんと口に出すと、ちょっと照れたけれど、響きが心地いいと感じた。

        　

        引越し当日、業者が帰ると私は電車で紀子さんの家に向かう。婚約破棄をされてから、悶々と過ごしていたけれど、今日からは新しい生活だ。

        心機一転、頑張ろう。気持ちが晴れ晴れとしているのは、いつぶりだろう。

        紀子さんは、六本木にある高級マンションの最上階に住んでいるらしい。大好きな先輩の家に住み込みさせてもらえるなんて、最高だ。家にたどり着き、見上げると、首が痛くなるほど高い。

        「うわぁ……すごい……」

        おそるおそる入ると、ロビーには受付があり、コンシェルジュが待機している。緊張しながらチャイムを押すと、オートロックが開かれた。

        さすが、紀子さんだ。女社長として成功して素晴らしい。尊敬してしまう。エレベーターに乗るとあっという間につく。玄関の扉が開いた。

        「涼花、お疲れ様。さ、入って」

        「お邪魔します」

        部屋に入ると三十畳はある広い空間に、大きな窓があり、景色が一望できる。大きな黒革のソファーと、薄型の壁掛けのテレビ。汚れている様子はない。

        「こっちの部屋、適当に使って」

        部屋は三ＬＤＫのようだ。掃除のやりがいがありそうで楽しみになってくる。

        「あのね……台所とか水回り結構、汚いんだけど……よろしく頼むわね」

        ちょっと照れながら言う彼女が可愛い。何事も完璧な彼女ではなく、苦手なところがあると親しみやすい。

        荷物をおいてからキッチンを見に行くと、カップラーメンのゴミなどが散乱していて、冷蔵庫にはドリンクしか入っていない。台所はしばらく掃除がされていないようだった。

        「ごめんなさい、恥ずかしいわ」

        「仕事が忙しいと、掃除は後回しになっちゃいますよね……でも、これからは私がいるので、大丈夫です」

        「頼もしいわ。えっと……必要なものがあれば、このカードで買い物をしてくれる？」

        クレジットカードを受け取り、頷く。ブラック色ということは、上限がないタイプなのだろうか。私を信用して渡してくれることがありがたい。

        「食事はなるべく一緒に摂れたらいいわね。でも、仕事で遅くなることがあるから、その時は先に済ませていてね」

        「わかりました」

        「これから打ち合わせがあって、出かけちゃうけど、夕食は一緒に食べられると思うから」

        「何か作っておきます」

        カードキーも渡される。紀子さんは、私を残して外出してしまった。

        　

        一人になった私はキッチンの掃除をする。ある程度片付くと食材を買いに行くことにした。

        近所にあるこのスーパーは、雰囲気からしてセレブな感じがする。買い物をしているのはいかにもマダムらしく、ちゃんとした服装だ。野菜もお肉も値段が高くて驚く。……きっと、いい物ばかりなのだろう。なるべく安い物をチョイスして、カードで支払いを済ませた。

        家に戻ると、早速夕食の支度をする。今日のメニューは、寒くなってきたから、温まる物がいいと考え、炊き込みご飯と、豆腐のお味噌汁。ほうれん草のおひたしに、肉団子を作ることにした。

        「喜んでくれたらいいなぁ……」

        鼻歌を歌いながら、楽しくクッキング。

        ついつい、男性が食べる量を作ってしまった。紀子さん、体が細いからこんなに食べられないかな。口に合うといいのだけど……。

        やることがなくソファーに座って待つ間、大学時代に二人で海に行ったことを思い出す。水着を着て、ぼんやりと空を見上げて、他愛のない話をした。ところが、何人にもナンパされ、ゆっくりできなかった。

        『ごめんね、付き合わせて』

        『いえ。先輩と語りたかったので嬉しかったです』

        『邪魔が入ったけどね』

        　

        扉が開いた。帰ってきたのが嬉しくて、迎えに行くと、紀子さんが柔らかな笑みを浮かべてくれる。まるで、同棲している恋人を出迎えるような気分になった。

        「お帰りなさい」

        「ただいま」

        「ご飯、食べますか？」

        「ええ、お腹空いたわ」

        「今、並べますね」

        部屋着に着替えに行っている間に、温め直す。配膳を終えると、ちょうど部屋から出てきた。

        「まぁ、美味しそうだわ」

        「ちょっと作り過ぎちゃいました」

        「大丈夫。こう見えても、結構大食いなの」

        ダイニングテーブルについた紀子さんに、炊き込みご飯をよそって置く。鳥の出汁が出ていていい香りがする。

        「いただきます」

        大きな口で頬張る彼女をじっと見つめる。咀嚼そしゃくする唇が妙に色っぽく見えてドキッとした。私ったら何を考えているのだろう。

        「ど、どうですか？」

        「美味しいわ。すごい。気に入ったわ」

        作りすぎてしまったと思ったけれど、完食してくれた。食事を終えるとお茶を出す。

        「こんなに可愛くて、料理も上手い涼花のどこが不満だったのかしら」

        「……きっと、エッチが下手だったからかもしれません」

        「え？」

        「彼のことは好きだったのに、まったく気持ちよくなかったんです。彼に嫌われたくなくて、いつも感じているふりをしていました」

        「そう……」

        「演技しているのがわかってしまったのでしょうか。自分の体が嫌になってしまいます……」

        はっとした私は口を手で塞ぐ。ついつい紀子さんが聞いてくれるから話過ぎてしまった。真剣な表情で聞いてくれている。

        「ごめんなさい。お仕事で疲れているのにこんな話をしてしまって」

        「その気持ちすごくわかるわ。私も男性とのセックスが苦痛で仕方がなかったの。それで、同じように悩んでいる女性がいると思って、アダルトグッズの会社を作ったのよ」

        「そうだったんですね」

        話してよかったと思った。こんな悩み大きな声で言えないから、ずっと苦しかったのだ。理解してくれる人がいるということは、心が穏やかになるのか。温かい物で胸が満たされた気持ちになった。　紀子さんが微笑んで立ち上がる。

        「今日は疲れたでしょうから、お風呂にゆっくり入って休んでいいわよ」

        「ありがとうございます。私はあとで大丈夫です」

        「まだやることがあるの。お先にどうぞ」

        「そうですか。では、お言葉に甘えて……何かあれば気軽に声をかけてください」

        「おやすみ」

        私は入浴を終えると、リビングを通り抜け、与えられた部屋に戻った。

        紀子さん、私を救ってくださり、ありがとうございます。お役に立てるように精一杯頑張りたい。未熟者だけど、一生懸命ご奉仕させてもらおうと思った。

        


        　

        　

    

    
        第二章　試着室で二人きり

        　

        ここで暮らし始めて二週間が過ぎていた。朝の七時に出勤する彼女を見送ると、掃除と洗濯を始める。

        紀子さんの部屋は勝手に入らないようにしているため、その他の部屋を磨く。掃除機をかけて、床と窓を拭く。その間に洗濯機を回しておけば、掃除を終える頃に乾燥まで終わっている。しわになっている服はアイロンをかけ、ハンガーにかけて終わり。スーツなどはクリーニングに出すことになっていた。

        ひととおり、家事を終えると、夕食の食材を買いに外へ出かける。和食も洋食も中華も喜んで食べてくれるので作るのが楽しい。

        夕方になる前には戻ってきて、愛情たっぷりに料理を作り、紀子さんが戻ってくるまでの間は、資格取得のために勉強に励んでいた。医療事務の資格を取りたい。

        いつまでもお世話になるのも申し訳ないし、資格を活かした仕事をしてみたかった。ただ、家事をやってくれるのは助かると言っていたから、私が違うところに就職しても定期的に来てもいいと思っている。

        　

        夜になり、食事を終えると紀子さんは、入浴に行く。その間に食器を片付けた。

        私がお風呂から戻ってくると、ソファーに座っている。

        「お風呂、ありがとうございました」

        「いいえ。そういえば、まだ見せていなかったわね」

        「え？」

        「ラブグッズよ」

        「は、はい。ぜひ見せていただけますか？」

        「ちょっと、待っていて」

        紀子さんは自分の部屋から持ってきてくれる。ピンクの親指程度の大きさのローターやバナナのような大きさのバイブが、何個もテーブルに置かれた。まるで美容グッズのようで可愛らしい色使いだ。これを……どのようにして使うのだろう。

        「……こんなの……、見たことありません」

        「そうなのね。元婚約者とも使ったことはないの？」

        私は、頷く。紀子先輩は笑みを浮かべて「そう」と言ってくれた。

        「手に持ってみて」

        ピンクのローターを手のひらに乗せると、スイッチを入れてくれた。ブルブルと震えてびっくりしてしまう。

        「わ！」

        「これを性感帯に当てて快感を楽しむのよ」

        想像すると、心臓の鼓動が速くなる。どんな刺激を得ることができるのだろう。

        タブーな世界を見ている気がして、私は顔が熱くなった。紀子さんは、表情を一つも変えることなく、説明をしてくれる。

        驚く世界ではあったけど、いつも遅くまで仕事をしている姿を見ているから、紀子さんがこの仕事を真剣にやっているのだと伝わっていた。陰ながら応援したい。

        「見せてくださり、ありがとうございました」

        「どういたしまして」

        ニッコリ笑うと、紀子さんは自分の部屋に戻っていった。

        　

        　　　◆

        　

        日曜日になり、朝食を終えると、食器を片付けた。テーブルを拭いていると紀子さんに話しかけられる。

        「日曜日だし、好きなことをしてもいいのよ？」

        「ありがとうございます。でも、家事をするのは、楽しいですし」

        「そう。たまには。息抜きしたほうがいいと思うけど……」

        テーブルを拭く手を止めて、考えた。せっかくの休みなのに目の前で忙しくされていると、紀子さんがゆっくり休めないかもしれない。

        「すみません」

        「え？　なんで涼花が謝るの？」

        「紀子さんが休めないかなと思ってしまって」

        「そういう意味じゃないわ。予定がないなら、買い物にでも付き合ってもらおうかしら」

        「もちろんです！」

        「じゃあ、出かける準備をしてきて」

        自分の部屋に行くと、持っている中で一番いい服を着る。ピンク色のワンピースで少しは品がよく見えるかも。化粧は薄めにし、ボブヘアーは櫛を通して整えた。準備を終えると、リビングへ行く。

        私のことを品定めするように見つめる。紀子先輩は私を見て頷くと、にこりと微笑んだ。

        「いいわね、さ、行きましょう」

        二人で家を出ると駐車場に行く。紀子さんが運転する車で街へと向かうらしい。駐車場にはモーターショーかと思うほど高級車が並んでいた。その中にある真っ黒な車に乗り込んだ。車の種類はわからないけれど、これが超高級車なのだというのは理解できる。乗り心地がとってもいい。

        まさか、一緒に出かけられると思っていなくて、嬉しい。すぐ隣に紀子さんがいる。運転する姿がかっこいい。思わず、ドキッとしてしまう。

        「服でも買いに行こうと思うんだけど、涼花は何か見たいものはないの？」

        「特に……」

        「そう」

        車を走らせる。カーステレオからはジャズが流れていて、紀子さんらしいと思った。

        まずは服を買いに行くことになり、店内が緑色の壁のお洒落な店に入った。銀座という場所なので売っている服はすべて高級そう。値札が隠れていて見えないけれど、手が出ないということがわかる。

        紀子さんが買うのかと思いきや、なぜか、私ばかり試着させられる。しかも、試着室に一緒に入り、密室に二人きりの空間。女同士とはいえ、ドキドキしてしまう。

        こんな風に心臓の鼓動が速くなるなんて、まるで恋をしているみたい……。私も紀子さんのようにテキパキと動けるようになりたいと憧れる。

        「これも似合うわね」

        困惑する私だが、紀子さんはおかまいなし。私のために選んでくれているのかもしれないけど、こんな高そうな服買えない。今は貯金をしたいし……。

        「次はこのワンピース、着てみて」

        胸元が大きく開いたタイプだ。あまり露出度が高い服は着たことがない。躊躇しながら服を脱ぐ。キャミソール姿になった私に、紀子さんはおもむろに話しかけてきた。

        「胸が大きくて羨ましいわ」

        「えっ？」

        着替えている最中に、突然言われて恥ずかしくなる。小学校、高学年から膨らんできた胸は、だんだんと大きくなり今ではＦカップ。男性からのいやらしい視線が突き刺さり、自分ではあまりいい気分ではなかった。

        つい、彼女の胸元に視線が動いてしまう。

        紀子さんは、そんなに大きくはないけど、きっと綺麗な乳輪をしているのではないかな。お椀のように形のいい胸で弾力がありそう……と、勝手に妄想してしまう。私ったら、変態かも。

        「豊かな胸だから、似合うと思うわよ」

        「そうでしょうか」

        着て見せると、目尻を下げた。

        「とてもいいわ。パーティーとかに着ていけたらいいわね」

        「はい」と返事をしたけれど、パーティーなんて参加する機会はない。全部で五着の服を試着した。試着室から出ると、紀子さんのところに店員さんが駆け寄ってくる。

        「いかがでしたか？」

        「全部、いただけるかしら」

        ちょっと待って……。払えないよ。靴を履いた私が一足遅れて紀子さんのところに行くと、店員さんはブラック色のクレジットカードを受け取ってレジに向かった。

        「紀子さん、わ、私、全部なんて買えません」

        「何を言っているのよ。私からのプレゼントよ。いつも頑張ってくれているんだから、少しお礼させてもらってもいいんじゃない？」

        ニコッと笑みを向けられると胸がキュンとする。私のことをそこまで考えてくれているなんてありがたい。どうして、紀子さんはそんなにやさしいの？

        「でも、こんなにいっぱい。私はそこまでお力に立てていないと思っています」

        「私は、涼花を評価しているの。役に立っているかいないかを決めるのは、私よ」

        大きな紙袋を持ってきた店員さんが外まで見送ってくれる。見えなくなるまで頭を下げてくれていた。

        「ちょっと遅くなっちゃったけど、ランチをしましょうか」

        「はい」

        連れてきてくれたのは、女性が好きそうなパンケーキ専門店。こういうカジュアルなお店に行くのが意外だったが、高感度が上がる。紀子さんとなら、どこに行っても楽しめる気がした。店内は女性客で賑わっている。二人がけの丸いテーブルに向かい合って座った。メニューを見ると、甘い系から食事系まで色んな種類のパンケーキがあり、迷ってしまう。

        「ここのストロベリーパンケーキは絶品なのよ」

        「そうなんですね！」

        「ストロベリーと、もう一つは食事系にする？　シェアーしない？」

        注文をすると、ドリンクはすぐに運ばれてくる。他愛のない話をしながらのんびりとした時間を過ごす。

        パンケーキが運ばれてきた。食事系にはハンバーグが乗っている。ストロベリーはたっぷりの真っ赤なイチゴが乗っていた。分け合って食べるとあまりにも美味しくて感動してしまう。

        「ふわっふわですね」

        「でしょ？　一度食べたらやみつきよ」

        無邪気な笑顔を向けられると、私も釣られて笑顔になっていく。紀子さんのことが大好きだ。仕事を頑張るところも、美味しそうに食べるところも……。

        「医療事務の資格を取ろうと思っていて」

        「そうなのね。努力家で偉いわ」

        「私も紀子さんを見習って、何か具体的な行動をしようと思って……」

        「前向きなのはいいことよ。辛い思いをしたのに頑張っているわね」

        楽しい時間があっという間に過ぎていく。夜も外で食事をして一日、充実していた。

        家に一緒に戻ると、紀子さんが先に入浴する。その間に買ってもらった洋服をハンガーにかけた。

        「こんなにいっぱい……」

        元気づけるために気を使ってくれているのかもしれない。彼女は、細かいことにも気配りができる人だ。はぁ……紀子さんが男性だったら、確実に好きになっていたかもしれない。何を考えているのだろう。私、ちょっと変かもしれない。

        


        　

        　

    

    
        第三章　至近距離で目が合って……

        　

        紀子さんのおかげで、失恋の傷がすっきり消えていた。ただ……、新しい恋をして、結婚したいだなんてまったく思わない。紀子さんの近くで、料理をしたり、掃除をしたりして、仕事から帰ってくるのを迎えるのが一番幸せだ。

        いつまでもこんな風にお世話になってはいけないかもしれないけれど、もう少しこのままここで、暮らさせてほしい……。

        今日も食事を作って待っていると。紀子さんが仕事から戻ってきた。食事を終えて、お互いに入浴を終えると、リビングで赤ワインを飲む。

        おつまみには、チーズとミニトマトを用意した。

        二人ともワンピースタイプのパジャマでノーブラ。かなり心を開いた人にしか見せられない格好だ。

        「涼花の苦しみをなんとか軽減してあげたいと思って、私なりに考えたんだけど」

        「はい……」

        「無理に男性とセックスする必要はないと思うの」

        「……え？」

        「まずは、快楽を知ることが大事じゃないかしら」

        言っていることは正しいように思えるけれど、どうやって？　私の頭にクエスチョンマークが浮かぶ。

        「どうすれば？　……」

        「私の仕事は、女性を幸せにすることよ。涼花のような悩みを抱えている人には、たくさん会ったわ」

        ラブグッズのことを言っているのだろうか。でも、それだって相手が必要なことではないのか。困惑しながら紀子さんを見つめると、唇が弧を描いた。

        「一人エッチはしたことある？」

        そ、そんなことしたことない。聞いたこともほとんどなかった。私にとってはいけないことのような、悪い行為のような気がしていたのだ。そもそもやり方がわからない。

        首を横に振ると、紀子さんは赤ワインを一口飲んで舌なめずりをする。妙に色っぽくてスローモーションで頭の中に映像が繰り返された。

        「したことないなら、教えてあげるわ」

        「え？」

        紀子さんが立ち上がって近づいてくると、頬をそっと手のひらで包まれる。至近距離にいる彼女からシャンプーのいい香りがした。自分も同じ物を使わせてもらっているから、同じ匂いがするのが、なんだか嬉しくて……。

        「怖がることないのよ。当たり前の行為なんだから。誰しもがオナニーをしているの」

        「そ、そうなんですか？　の、紀子さんも？」

        「ええ。もちろん。一人エッチは、感度が上がるだけではなく、肌が綺麗になるし、よく眠れるのよ」

        知らない知識ばかりだった。色んなことを教えてくれるのはありがたいけど、まさかそんなことまで……。

        紀子さんが自分の部屋に入る。しばらくすると新品のピンクのローターとバナナのような長いバイブを持ってきた。

        部屋の照明を暗くし、アロマを焚いてくれる。

        「まずは、リラックス。ソファーに腰をかけて気持ちを楽にして」

        なぜか、紀子さんの言うことは、なんでも聞いてしまう。気持ちがだんだんと落ち着いてくる。

        「パジャマの上から胸を手のひらで包んで、円を描くように動かしてみるのよ」

        おそるおそる胸に触れる。自分の胸ながら柔らかくて触り心地がいい。

        「そう。両方同時に」

        「……はい」

        「次は胸の先端を人差し指でくすぐるように弄るの」

        くすぐっていると、胸の先端が硬くなってくる。コリコリとしてきて不思議な気分になった。

        「パジャマの中に手を入れて、素手で触ってみない？」

        自分の手で素肌に触れると、熱くなっているのがわかった。興奮しているのかもしれない。胸を揉んだり、乳首をつまんだりしていると、心臓がドクドクしてくる。

        「とても上手よ。そのまま続けて。両手をパジャマの中に入れて、両方の胸を同時に揉むの」

        パジャマのスカートから手を入れているので、ショーツが見えてしまっている。恥ずかしいけれど、同性同士だからいいことにしよう。言われるがままに、Ｆカップの胸をやさしく、時にはちょっと強く揉みしだく。

        「体がだんだん熱くなってきたでしょう。パジャマを脱いでしまいなさい」

        恥ずかしいけれど、指示に従いたい。

        ワンピースタイプのパジャマを脱ぐと、体を隠すのはショーツだけになってしまった。

        胸の先端を見ると、赤く膨れ上がっている。自己主張するようにコリコリと硬くなっていた。自分の胸なのに、妙にいやらしく見える。すると、紀子さんがピンクのローターを手に持たせた。

        「自分の指だけでは快感には、限界があると思うから、これを使ってみて」

        「どうやって使うのかわかりません」

        「まずは電源を入れて、刺激が強すぎるから弱からスタートしたらいいわ」

        電源を入れてみると、手のひらでブルブルと小刻みに震えている。不思議な動きをしているが、ピンクなので可愛らしい。

        「胸の先端の周りをゆっくりとなぞるように、当てるの」

        右胸の先端の周りに、ローターを当てると、背筋がゾクゾクっとしてきた。こんな感覚初めてで、太ももを擦り合わせてしまう。

        「いいわね。体がピンク色になってきたわ。それは、感じている証拠よ。次は先端に当ててみて」

        胸の先端にそっと当てると、強い甘い刺激に、私は思わず甲高い声を上げてしまった。

        「あっん……」

        「いいわよ。我慢しないで喘ぎなさい。ここは、防音性が高いマンションだから、どんなに叫んでも聞こえないから」

        ブーブーとローターのバイブ音が、静かな部屋に響く。

        「左の胸も可愛がってあげないと」

        右側の胸の先端から、左側の先端に当てる。左も右と、同様に甘い電流が流れるような感覚に陥った。

        「はぁ、ふっ、んあっ、やぁん、あっん……あぁ……んっ」

        これ以上恥ずかしい姿は、信頼する人でも見せるのに抵抗がある。でもここでやめてしまうのが、惜しい気持ちになってしまう。

        私はこんなに淫らな女だったろうか。そんなことを考えながらも、胸の先端を集中的に弄った。

        ピンクのローターを軽く当てているだけでは満足ができず、胸に押し込むようにしたり、片方はローターで弄りながら、もう片方は親指と人差し指でつまんだり。

        この恥ずかしい行為に、病みつきになってしまいそうで怖い。

        「腰がくねくねと動いているわ。もしかしたら、下のほうも刺激がほしいんじゃないの？」

        考えていることを言い当てられてしまった。でも、頷けない。こんなことを、素直に言えるはずがない。紀子さんは、私の心を見抜いたようにクスっと笑う。

        「照れなくてもいいから。開放的になって。そのほうがもっともっと気持ちよくなれるから」

        「……は、はい」

        「胸を弄りながら、ローターを下に当ててごらん？」

        恥ずかしいけれど、胸の先端を弄りつつ、ローターをショーツの上から当てる。敏感になりすぎて腰が動いてしまう。

        「あぁ、んっ……あぁぁんっ……は、恥ずかしい……です」

        「上手よ。いい子」

        目の前に座っていた紀子さんが隣に来た。間近で見られていると思うと意識しちゃうが、このまま続けたい。私の手が止まらなくなっている。

        「あぁ……んっ……あぁっ……、はぁんっ」

        「そう、上下に動かして」

        「は、はい……ん、あぁ……んっ」

        体温が上昇してきて熱くなってきた。額に薄っすらと汗をかいているかもしれない。くるくると円を描くように敏感な粒に刺激を与え続けると、蕾は硬くなり感度が増す。

        「パンティー、脱いじゃったら？　ほら、お尻を浮かせて。脱がせてあげる」

        紀子さんの細い指が私のショーツに触れている。ドキドキしすぎて血圧が上がっていきそうになった。スルリと脱がされると、私は一糸まとわぬ姿になってしまう。火照った体が空気にさらされる。

        「綺麗な肌ね。すべすべよ」

        私の腕をゆっくりと撫でながら、褒めてくれる。恥ずかしいけれど、嬉しくて、とろけてしまいそう。

        「紀子さんの美しさには勝てません……」

        「何を言っているのよ。ほら脚を大きく開いて敏感な粒にローターを当てて」

        こんなはしたない格好をさらけ出してしまって、恥を忍んで、敏感な蕾にローターを触れた。つま先から頭のてっぺんまで快楽が駆け上がっていく。

        「こ、こんなに小さいのに……すっごい、刺激……です……。あぁんっ……はぁんっ……あぁっ」

        我を忘れて喘いでしまう。押し当てていると、紀子さんがローターを『弱』から『強』に切り替えた。

        「やぁ……あぁぁんっ、はぁんっ……だめ……、おかしく、なっちゃう」

        「続けて」

        「あぁっ」

        快感が一気に弾け飛ぶ。次の瞬間、頭が真っ白になった。……な、何この感覚。肩を上下に動かしながら、呼吸が整うまで放心状態だ。紀子さんがローターの電源を落とした。

        「立派にいけたじゃない。涼花は敏感な体質だと思うわ。元婚約者が下手だったんじゃないの？」

        頭を撫でてやさしい声音で言ってくれる。自分を肯定してくれる人がいることってこんなにも幸せなのか。幸福感を噛み締めていた。と、同時に元婚約者との嫌な思い出が蘇る。

        「……何よりも挿入が苦痛でした」

        元婚約者が権限を持っている挿入は、思い出すだけでお腹の中が痛くなる気がした。セックスは素晴らしい行為だと聞いたことがあったけど、私にとっては地獄の時間だった。思い出したくもない。

        「涼花、今度はナカでいきたくない？」

        「……いく自信がありません」

        「大丈夫。ちょっと触らせてね」

        「えっ……ちょっと、待ってください」

        動揺する私だったが、気にしない様子で、紀子さんの細い指が私の蜜壺に触れた。とぽっと音がする。浅いところでぐるぐるとかき混ぜられるとひくひくと内側の肉襞が動き出した。

        憧れていた彼女に触られている。なんともいえない不思議な気持ちだったけれど、嫌じゃない。それよりも、こんなに綺麗な指を汚してしまうことに罪悪感を覚える。指を抜き挿しされると、ぬちゃぬちゃと響く。

        「……ぁ……んっ……あぁぁんっ……やぁんっ……」

        不覚にも甘い声を出してしまった。私の全身が一気に熱くなる。至近距離で目が合って、紀子さんは色っぽい笑みを浮かべた。ドキッとして、私は固まってしまった。

        「たっぷりと濡れているわ。ゆっくりと挿れて、気持ちがいいところを責めてあげると、大きい快楽が経験できると思うの」

        まるでパラダイスがあるとでも言いたそうな口ぶりだから、興味が湧いてくる。でも、このバナナみたいな大きさのバイブが入るのか不安だ。

        「そんな顔しないで。セックスは恐ろしいことじゃないのよ。……もしかして、元婚約者しか経験がないの？」

        「そうなんです……」

        「可哀相に。まずは、自分の指を挿れたらいいと思うの。中指をゆっくりと」

        言われたとおりに中指を蜜壺に挿す。自分の指をどんどんと飲み込んでいく。温かくて、きゅっと締まっていた。

        「そう。ぐるぐると動かしてみて……。ほら、蜜があふれてきているわ」

        「はぁんっ……、んっ……」

        紀子さんが耳元で囁くから、敏感になり感じてしまう。全身に鳥肌が立ち、どんどんと愛液が垂れてくる。強い刺激を与えていないのに、ぐちゅぐちゅと音がするほど濡れそぼつ。こんなにも濡れるなんて自分の体じゃないみたい。

        「大丈夫だから、たっぷりと時間をかけて自分の体を可愛がってあげるのよ」

        元婚約者は、私の体をいたわってくれたことなんてなかった。紀子さんは、自分を大事にすることを教えてくれて、感動してしまう。

        つんっと私の胸の先端が彼女の繊細な指先で弾かれる。

        「すごく感じているわね。乳首、果実のように赤くなっていて可愛らしいわ」

        「……あ、ありがとうございます」

        「指、二本入る？」

        頷いてもう一本、中へと押し込んだ。ちょっと圧迫感が強くなった程度で、気にならない。

        「抜いたり、挿したり……。そう、涼花、いやらしくていいわ。第二関節が入るか入らないかくらいのザラッとしたところ……そこがいい場所なの」

        「あ、ありました……、あぁんっ、なんか、んっ……あぁぁんっ……ここ……はぁんっ」

        「そこを中心に擦るのよ。そう。上手ね」

        お腹の奥から快感が湧き上がってくるようだ。このまま進めてしまうと、体がおかしくなりそう。腰ががくがくと震えだす。元婚約者とのセックスでは感じたことのない感覚だった。

        「はぁんっ……、あっ、んっ……、あっ、あっん、すごい……んっ」

        指を抜いたり挿したりしていると、自分でも驚くほど蜜があふれてくる。私のはしたない姿を、笑顔を浮かべながら見つめてくれていた。その姿がまた私の興奮をそそり立てる。

        「もう奥まで刺激がほしいんじゃないの？」

        私が思っていることを、予言するかのように言い当ててくれる。どうして、わかるのだろう。私……そんなにいやらしい表情をしているのかな。

        紀子さんがバイブを手渡してくれた。バイブには、しっかり避妊具がつけられている。

        「新品だけど、衛生面を考えて毎回つけるのを忘れないでね。女性の体はデリケートだから」

        「わかりました」

        「まずスイッチを入れないで、ゆっくりと中に差し込んでみて」

        緊張しながら、入り口にそっと挿れてみた。トロトロに濡れているので、先っぽは、すんなり入ってしまう。ゆっくりゆっくり奥へと進めていく。

        元婚約者のものが入っていた時は、苦しくてきつくて、でも、待ってくれなくて、そのまま進んでいた。そんな嫌なことを思い出していると、紀子さんが私の胸の先端をちょっとつまんだ。目が覚めるように意識が戻ってくる。首をひねって横を見つめると、やさしい笑みを浮かべていた。

        「余計なことは考えないで、今この時に集中して」

        「は、はい。んっ、あっ……ん……」

        最奥まで入っている。ソファーの上で足を広げて、私はなんと淫らな格好しているのだろう。抜いたり挿したりしてみると、腰が砕けそうなほど、快楽に襲われる。

        「んっ、あっ、ん」

        電源が入ると、振動が加わりありえないほどの快感に襲われる。自分で動かしている手を止めると、紀子さんが動かしてくれる。

        「……っ、はぁん、あっん、いやぁ、んっ、だめ、いっちゃう」

        「いいのよ、いって」

        「あっ！」

        悲鳴のような声上げて、私は豪快に快楽の山を登りきった。花火が打ち上がったようにパッと頭に火花が散ったようだった。こんなにも、快感を得られるなんて。

        「はぁ、はぁ……んっ……」

        私はしばらく放心状態だった。紀子さんが笑みを浮かべている。

        「いった後も……いいのよ」

        甘い声で囁きながら、私の顎持って上を向かせた。艶っぽい瞳を向けられると、吸い込まれてしまいそうになる。そのまま、二人の唇が重なった。

        女同士でキスしちゃった。驚いて瞳を大きく見開く。でも、紀子さんは何も気にしているような様子はなかった。

        大人になれば、こういうこともあり得るのかもしれない。普通の関係じゃないかもしれないけれど、私は彼女とのキスが嫌じゃなかった。

        舌が私の口の中に入ってくる。舌と舌が絡み合い、濡れた音が耳に届きドキドキした。

        紀子さんはそれとなくパジャマを脱ぐ。胸が目に入った。小ぶりだがお椀のように綺麗な形で、乳輪は薄い桃色……。ウエストは引き締まっていて、見惚れてしまった。

        私の目の前に膝をついて立ち、私の膝の裏に手を入れて大きく開いた。まだ蜜壺は濡れそぼっていて、とろっとあふれる。

        ソファーを汚してしまわないか、心配になっていると、紀子さんが私の秘所を舐め始めた。

        「あ……んっ、や……んっ」

        ねっとりと秘裂を舐め上げていく。あまりにも気持ちがよくて全身が火照る。憧れている紀子さんに快楽を与えてもらっているのだと思うと、妙な興奮に包まれた。

        蜜壺に彼女の細くて綺麗な指が入ってきて、壁を擦られると腰がくねくねと動いてしまう。蜜壺の刺激と同時に敏感な粒を舐められると、私は二回目の絶頂を迎えていた。

        「あっ……あぁぁんっ！」

        体が痙攣している。気持ちよすぎて言葉にならない。紀子さんとのセックスで痛みなんか一度も感じなかった。

        　

        紀子さんが立ち上がると、温かいタオルを持ってきてくれた。私の体を丁寧に拭いてくれる。こんなことまでしてしまって申し訳ないと思ったけれど、体の力が抜けて動かない。

        「すみません、頭がぼーとして、身体がなんだか動かなくて……」

        「どういたしまして。風邪をひかないようにしないとね」

        パジャマを着せてくれると、唇にやさしいキスが降ってきた。私は、身も心も満たされて眠気が襲ってくる。

        「これはプレゼントするわ」

        紀子さんは、テーブルに置かれたバイブを持つと、綺麗に拭き上げた。

        「大事なところに使う物だから、清潔にしないといけないの。使い方がわからなかったらまた気軽に聞いて」

        部屋がシーンと静まり返る。

        冷静になると、とてつもなく恥ずかしいことをしてしまったと後悔が湧き上がってきた。間違いなく気持ちはよかったけれど……。

        困惑している私に気がついたのか、紀子さんは頭を撫でてきゅっと抱きしめてくれた。

        「私とあなたの秘密だから。あまり深く考えないことね」

        紀子さんは何事もなかったかのように、にっこりと笑うと、自分の部屋に戻っていった。

        　

        　　　◆

        　

        今日も午前中に掃除と洗濯をしている。広い部屋だから掃除は大変だけど、やり甲斐があって楽しい。

        次の日からも、紀子さんはいつもどおり私と接してくれた。実は内心、私は変態なのだと思われないか心配だったが、まったく変わりなかった。

        こんな私を受け止めてくれる寛大な紀子さんをさらに尊敬する。私は、彼女に対して大きな愛情が芽生えていた。

        あのロマンティックな行為が忘れたくなくて、私は一人で身体を弄るようになっていた。

        バスルームを掃除していると、ふと、鏡に映る自分が目に入った。

        紀子さんが言っていたとおり、一人エッチをするようになってから、肌の調子がよくなったかもしれない。肌がツルツルになっている。

        セックスって悪い行為じゃないのかもしれない。でも、好きではない人とはしたくない。快楽を得ることができても、誰でもいいわけではない。

        紀子さんとじゃなきゃ、快楽を得られないような気がした。彼女がしてくれるキスや愛撫が、病みつきになりそう。いいのかな。相手は私と同じ女性なのに。

        　

        午後になり私は夕食の食材を買いに外へ出かける。ちょっとした外出の時も、簡単な身だしなみをするようになった。

        ボブヘアーを整えて、ぽってりとした唇には色づきリップをする。紀子さんが選んでくれたロングコートにミニスカートの紺色のワンピースに、膝丈のブーツを合わせた。大好きな紀子さんがコーディネートしてくれた服装を身につけると、身も心も包まれているような気持ちになる。

        今日は何を作ろうかなと考えながら歩いていたが、立ち止まった。そこには、元婚約者が歩いていたから。

        相手も私の存在に気がついて見つめている。そして、笑みを浮かべて近づいてきた。目の前に立つと頭から足の先まで舐め回すかのように見つめられる。

        「久しぶりだな」

        「……はい」

        「なんか、やたらといい女になったんじゃないか？　付き合う男が変わると、こんなにも化けるんだな」

        別に付き合っている人なんていない。……私と紀子さんは、体の関係はあるけど、雇い主と家政婦なのだから。そう思うと胸がギュッと締めつけられる。

        「今、仕事は？」

        あたかも心配している風な表情をする。あなたのせいで仕事を辞めることになったのを知っているはずなのに。睨みつけると、同情に満ちた瞳をされた。

        「あなたには関係ないわ」

        「なんだ、食事くらいしてやろうと思っていたのに」

        「そんなことしてくれなくて結構よ」

        「ふ、まあいいさ。幸せになれよ」

        心のこもっていない言葉を言い放つと、元婚約者は残念そうな卑屈な笑みを浮べて去っていった。

        　

        元婚約者に会ってしまった私は、複雑な心境で家に戻った。大きなため息をつきながら、料理をする。

        私は、紀子さんのことが好きになってしまったかもしれないが、女性を好きになったとしても、結婚は許されないことなのに。

        私が彼女に恋をしていることは、本人には気がつかれたくない。もし知られてしまえば、家を出て行くように言われるかもしれない。だからもう少しだけ……このまま紀子さんの家政婦として一緒に過ごさせてほしい。

        　

        　　　◆

        　

        休みの今日。私達は、ミュージカルを鑑賞に行く約束をしていた。紀子さんが買ってくれたベージュ色のワンピースにハイヒールを合わせてリビングで待っていると、自分の部屋から出てきた、

        紀子さんは黒のＶネックのセーターに、細身のジーンズを合わせていた。シンプルな格好なのに、とても似合っている。もともとスタイルがいいおかげかもしれない。

        「お待たせ。まずはランチをしてから、行きましょう」

        今日は休みの日だからお酒を飲みたいと言った紀子さん。タクシーで向かう。

        イタリアンレストランでパスタランチを頼む。トマトベースのパスタでとてもおいしい。休日にはいろんなところに連れてってくれる。

        映画や買い物、ドライブに連れてってくれたこともあった。今度、連休が取れることができれば、温泉にでも行こうかと話していた。

        「美味しい」

        「でしょ？」

        紀子さんはここに何度か来たことがあるようだ。誰と一緒に来たのだろうか。恋人じゃないのに嫉妬してしまうなんて、私……何を考えているの。

        ランチをゆっくり終えると、劇場に向かう。Ｓ席を予約してくれていてかなり前のほうの席だった。

        俳優の息遣いがわかるほどの距離で、あまり舞台を見慣れていない私には大きな刺激で、心から感動した。

        　

        「面白かったですね。俳優さんの生命力が伝わってきて、明日も頑張ろうと思えるような、素晴らしいミュージカルでした」

        ニコッと笑った紀子さんの笑顔に胸が打たれる。……あぁ、やっぱり、紀子さんのことが好き。私は深く実感してしまった。

        ホテルで食事をして、アルコールを飲んできた。

        家に戻るとすっかり夜になり、真っ暗。お互いに入浴を終えてソファーでくつろいでいると、紀子さんが近づいてくる。

        「手、出して」

        右手を差し出すと腕にいい香りのするクリームを塗ってくれた。鼻の近くに持っていき、匂いを嗅ぐと薔薇のように甘い。

        「いい香りです」

        紀子さんを見つめてにっこりと微笑むと、両頬を包み込まれる。じっと射抜かれるように見つめられだんだんと顔が近づいてきた。このままキスをされてもいいと思ってしまう。

        「涼花、あなたは本当に可愛らしいわね。食べてしまいたくなる」

        チュッと口づけをされる。口内に舌が入り込んできて、舐め回す。たっぷりと口の中を舐めて、唇を重ね合わせていると、体温が上昇してきた。

        唇が離れると、恥ずかしくてうつむいてしまう。

        「美味しいわ」

        「……あ、ありがとうございます」

        紀子さんは、どんな気持ちで私にキスをしてくれているのだろうか。聞きたいけれど、本心を聞いてしまうのが怖い。もしかして、レズビアンなの？　私に快楽を与えてくれているけど、性の対象が女性？

        離れていこうとする紀子さんの腕をつかんだ。不思議そうな顔で見下ろす。

        「紀子さんのことも、気持ちよくしたいんです」

        「え？」

        「紀子さんのおっぱいを揉んだり、吸ったりしてみたい……なんて言ったら引きますか？」

        紀子さんは、驚いたように瞳を大きく見開いた。しかし、すぐに首を横に振り、手を引っ張り立たされた。

        「じゃあ、どちらかの寝室でしない？」

        深く頷き笑みを浮かべられた。彼女の肌に触れることができると思うと妙な興奮に包まれる。

        「どっちがいい？」

        「紀子さんのお部屋がいいです」

        口元をクイッと上げて妖艶な表情を浮かべる。入ったことのない紀子さんの部屋のドアの前に立つ。胸がドキドキして、体が火照る。ずっと、憧れている人の寝床を見てみたかった。

        紀子さんの部屋に入ると、甘い香りに包まれている。

        大きなベッドとデスクがあり、照明はオレンジ色で薄暗い。その光の中で紀子さんはパジャマを脱ぐ。裸体が照らされて美しい。

        私は形のいい紀子さんの胸を見つめる。やはり何度見ても素敵。

        「そんないやらしい瞳で見つめないで」

        「ご、ごめんなさい」

        「ほら、私の体を好きにしていいのよ」

        頷いた私は、おそるおそる近づいて手を伸ばした。紀子さんの胸に触れると、柔らかくて気持ちがいい。円を描くように、ぐるぐる揉んだり、やさしく揉んだり、時には激しく揉んだり。すると、紀子さんの顔がだんだんと快楽に歪み、息が荒くなった。

        「可愛い顔をして、いやらしい触れ方をするのね」

        褒められているのかわからないけれど、きっといい意味で言ってくれているのだろうと思った。紀子さんがベッドに倒れ込み、彼女の体を跨ぐ。

        胸の先端に顔を近づけると、ツンと勃っている。紀子さんがいつも私にしてくれるように、舌を出してペロペロと舐めてみた。

        「はぁん、あぁん……涼花……はぁんっ……、あぁぁんっ」

        紀子さんが感じてくれている。

        悶えている姿を見ると、体の奥から喜びが湧き上がってくる。紀子さんを快楽の世界へ導く歓喜に、私は、胸の先端を舐めるのに夢中になっていた。

        ピチャピチャと音を立てて舐めると、さらに硬くなり、果実の実のように赤くなる。

        「もう、本当に、いけない子……んっ……」

        「きゃぁ」

        気がつけば上下が入れ替わり、私の胸を紀子さんが舐めていた。

        「んっ、……あぁぁん、話が違います」

        「可愛くて我慢できないわ。あなたをいかせたくなったの」

        「あっん、あっ」

        胸と胸を擦り合わせる。不思議な感覚に動揺しながらも快感に溺れていく。尖った乳頭と乳頭をくっつけて刺激され、頭が真っ白になる。

        「涼花のおっぱいは柔らかくて魅力的だわ……」

        「はぁん、あっ、紀子さんのおっぱいも綺麗です……、あっん、あぁぁん、や、んっ……」

        胸の先端を舐められる。長い舌が私の胸の尖りに絡みついてきて正気でいられない。胸を執拗に虐めつつ、脚の間に手が滑り込み、敏感な粒をこねくり回される。

        甘い刺激に何も抵抗できない。紀子さんの指先に翻弄されて、喘ぎ続ける。

        「あぁぁん、あ、んっ、あぁぁん、いやっ、あんっ……、はぁんっ……、そんなに、クリクリしないでください、はぁん、あぁぁん、いやっ」

        蜜口に指が入ってくる。壁を擦られると内部から快楽が湧き上がる。子宮口をやさしく突かれるだけで、達してしまいそう。蜜がとろとろとあふれてしまいたまらない。腰が砕けそうになる。

        あと一歩でいってしまいそうなところで、指が抜かれてしまう。切なくて紀子さんを見つめると、申し訳なさそうにして謝るのだ。

        「もっと太いのがほしいでしょ。ごめんなさいね。ついていなくて」

        おそらく、男性の性器のことを言っているのだろう。ついていなくても、丁寧でしなやかな紀子さんの指や舌の動きには、充分に満足させてもらっている。

        大きくて太いバイブを箱から出して、避妊具をつける。濡れそぼっている蜜口にゆっくり挿し込むと、とぷっと音がして抵抗なく入っていった。

        「あぁぁん、やっ、はぁん、あぁぁん、すごい、です……」

        始めはゆっくりと壁を擦られ、恥骨を刺激するような角度になり突かれる。腰が砕けてしまいそうな淫らな動きに頭が真っ白になっていく。奥を乱暴なくらい突かれると、蜜があふれだす。あまりの快楽に私は脚を大きく開くと、バイブをもっと奥へと紀子さんが差し込む。

        シーツを握りしめて眉間にしわを寄せる。まるでシーツの海を泳いでいるように体をばたつかせる。快楽に溺れた。……もうだめ、達してしまう。

        蜜壺が締まりバイブを押し出そうとするが、紀子さんは抜いてくれず――私は、ついに快楽の波に飲み込まれてしまった。

        「ああぁんっ……いっちゃう。はぁんっ」

        体を痙攣させながら、呼吸を整える。

        そっと瞳を開くと、紀子さんは柔らかな笑みを向けて、私の頭を撫でてくれた。

        大好き――。でも、私と彼女の間で『愛している』の言葉は言い合ったことがない。

        私達の関係は……何？

        聞きたいけれど、このままでもいい気がする。あまり深いことを考えずにいよう。今、この瞬間が幸せであればそれでいいんじゃないだろうか。

        「ゆっくりと眠りなさい」

        「はい……おやすみなさい」

        強い眠気に襲われて、そのまま眠りについた。

        


        　

        　

    

    
        第四章　あなたの記憶から消えないように……

        　

        「おはよう、行ってくるわね」

        「行ってらっしゃい」

        紀子さんが近づいてきて、私の両頬を包み込む。視線を絡め合わせると、唇を重ねた。毎日、『行ってきますのキス』をしてくれる。

        頭がぼーっとなってぼんやりしている間に、紀子さんは出勤してしまう。玄関のドアが閉まって、だんだんと意識が戻ってくるのだ。

        完全に紀子さんのことを好きになっていた。毎日、一緒に同じベッドで眠るようになり、たまにはお風呂にも一緒に入る。

        資格を取ってから家を出ようかと思っていたけれど、それではいつになるかわからない。まずは、どこかに就職しよう。

        そうじゃないと、私の恋心が膨らんでしまいそうで怖かった。

        　

        午前中に家事を終わらせると、私は職安に行く。求人案内を見て、受けられそうなものには応募しようと思って、何件かピックアップする。

        担当の女性の職員さんがヒアリングをしてくれ、アドバイスを受けた。

        「すぐに使えそうな資格がないので、なかなか難しいかもしれませんが、諦めないで面接を受け続ければ、就職できると思いますので！　頑張りましょうね」

        通り一遍の言葉だったが、私は神妙に頷いた。

        　

        買い物を終えて外に行くと夕方になっていて、会社員の帰宅ラッシュの時間とぶつかってしまう。スーツを着て忙しなく歩いている人たちを見て、自分は何をやっているのだろうと気持ちがだんだんと落ち込む。

        婚約破棄からの傷から立ち直れたのも、紀子さんがいつも私を温かく見守ってくれているからだ。

        いつまでも甘えているわけにはいかない。私達は女性同士だから、ついつい仲よくなりすぎたのかもしれない。これが男女の仲であれば、セフレの関係になってしまう。女同士でもセフレというのだろうか？

        私は、紀子さんに対して特別な感情を抱いてしまっている。 まさか女の人に恋をするなんて思っていなかった。

        信号で立ち止まり、ぼんやりと空を見上げる。

        胸が苦しくなり深いため息をついてしまった。

        　

        家に到着して、急いで料理を作る。今日のメニューは、クリームシチューとシーザーサラダ。野菜を素早く切って、さっと具材を炒めると、鍋の中で煮込んでいく。

        美味しいと言ってくれる紀子さんの顔を思い浮かべていると、この上ない幸せがこみ上げてくる。

        紀子さんは私のことをどう思っているのだろうか。婚約破棄をされて可哀想な人だと思われていないだろうか？　だからやさしくしてくれているの？　それとも、少しくらいは特別な存在と思ってくれているかな……。

        料理をしていると紀子さんからメールが届く。

        『急でごめんなさい。今日、会社の人間を連れて行きたいんだけど、料理、間に合うかしら？』

        『わかりました。気をつけて帰ってきてください』

        急遽料理の品を増やすことにした。鶏肉が冷蔵庫に入っていたので、ハニーマスタード焼きを作る。その他には、おつまみになるように、スモークサーモンでアボカドとチーズを巻いてブラックペッパーをふりかける。

        餃子の皮が入っていたので、チーズとツナでミニピザのようなものを作った。

        料理を終えた私は、ほっとする。ところで、どんな人を連れてくるのだろう。緊張しながら待っていると玄関のドアが開く音がした。

        迎えに行くと、紀子さんの隣にいたのは、背の高い男性。黒髪の短髪でとても清潔感が漂っている。

        まさかアダルトグッズを作っている会社に勤めているとは思えないほど、しっかりとスーツを着こなしていた。女性からモテそうで仕事ができる男というオーラが漂っている。

        「うちの副社長の倉田くらたくんよ」

        「初めまして。夜分に突然すみません」

        「こちら、春岡さん、私の後輩なの、家事をやってもらっているのよ」

        紹介してくれたので笑みを浮かべ挨拶をする。

        「家政婦の春岡です」

        頭を下げて顔を上げると、倉田さんは目を細めてニコニコと笑っていた。

        「社長、春岡さんとても綺麗な方ですね」

        「かわいいでしょう。それに料理もとても上手なのよ」

        気のせいか二人はすごく仲がいい気がする。

        紀子さんと倉田さんは、見つめ合って微笑み合う。なぜか私の胸がぎゅっと締め付けられる。

        「さぁ、中に入って」

        「お邪魔します」

        二人が部屋の中に入ると。ダイニングテーブルに座った。料理がテーブルいっぱいに並べられているのを見た倉田さんは、目をキラキラと輝かせた。

        「聞いていたとおり、本当に料理がお上手なんですね」

        「お口に合えばいいのですが……」

        キッチンからワイングラスを持ってきて、倉田さんと紀子さんに赤ワインを注ぐ。私は二人の邪魔をしてはいけないと思い、さりげなく離れてキッチンで作業をしているふりをした。

        二人の話を聞かないようにしていたが耳に入ってくる。大体のことは仕事の話だが、二人にしかわからない名前が色々出てきて、楽しそうに笑っていた。

        私はちらっと紀子さんを見ると、頬をほんのり赤くして楽しそうにしている。今までに見たことがない女性の顔をしていた。

        もしかしたら紀子さんは倉田さんのことが好きなのかもしれない。

        頻繁に家に呼びたかったけれど、私がいるせいで連れて来られなかったんだわ。そう考えると本当に申し訳ない気持ちになり、胃の辺りがズシンと重くなった。

        私はどこまで紀子さんに迷惑をかければいいのだろう。

        「涼花も、こっちに来て一緒に食事をしましょう」

        二人は、社長と副社長という関係だけではない気がする。どこで知り合ったのだろうか。

        大学時代には倉田さんに会った記憶がないから、どこか違う場所で二人は知り合いになったのだろう。

        「春岡さん。本当に僕には気を使わないでください。またちょくちょく遊びに来させてもらいますから」

        「あら、涼花の料理を気に入ったんじゃないの？」

        「ばれちゃったか？　毎日こんなに美味しい料理を食べられるなんて羨ましいなあ」

        「そうでしょう？」

        親密な関係の二人を見ていると、自分で作った料理を口に入れても全く味がしなかった。まるで砂を食べているような気分になる。

        私は自分で思っている以上に紀子さんのことが、好きなのだと自覚してしまった。ど、どうしよう……。

        「倉田さんは結婚なさってないんですか？」

        「僕ですか？　まあ、好きな人がいるんですけども……」

        曖昧に言葉を濁す彼を見て、紀子さんが切なそうな顔をする。倉田さんの恋愛事情を知っているのかもしれない。もしかしたら、二人は過去に付き合っていて、一度別れたとか。またヨリを戻したいと考えているのとか……。私の想像はどんどんと膨らんでいく。

        「春岡さんは？」

        「え？」

        「好きな人はいないんですか？」

        まさか婚約破棄されたばかりだとは言えずに、ぎこちない笑顔を浮かべた。しかも、女性である紀子さんのことが頭から離れないなんて……口が裂けても言えないと思った。

        「涼花は、婚約者がいたの。でも、一方的に婚約を解除してほしいって言われたのよ。掃除も洗濯もできるし、よく気がつくし。何よりもとても女性らしいの。そんな涼花を悲しませるようなことをするなんて、絶対に許せないわ」

        紀子さんは自分のことのように怒ってくれる。倉田さんはやさしい目を向けて、紀子さんの話を聞いていた。

        「本当にご馳走様でした。また今度料理を食べに来ていいですか」

        「もう、仕方がないわね。涼花、作ってあげて」

        「もちろんです！」

        倉田さんを見送ると、私はテーブルの上の物を片付け始めた。赤ワインを飲んでいい気分になっている紀子さんは、お気に入りの洋画を観ている。食器を洗った私は、一足先に入浴をさせてもらうことにした。

        　

        　　　◆

        　

        次の日、 紀子さんを見送った私はいつものように家事をしていた。一段落ついたところで、お母さんから電話が来た。

        『涼花、今住み込み家政婦の仕事をしていると聞いたけど、まだ仕事は決まっていないの？』

        「うん……。職安には通っているんだけど……。資格もないし、なかなか」

        『そう。実はね、今、近くまで来ているんだけど、少しお茶でもしない？』

        お母さんから誘われて、私は紀子さんにメールを入れると、外出することにした。きっとお母さんは、まだ私が婚約破棄の傷が癒えていないと思っているだろう。

        待ち合わせの場所に到着すると、お母さんが手を振っている。私は急いで駆け寄った。二人で近くの喫茶店に入る。

        お母さんはアイスコーヒー、私はミルクティーを注文する。ランチを摂っていなかったので、ホットサンドイッチも注文した。

        「思ったよりも、元気そうね。安心したわ」

        「心配しなくてもちゃんとやっているから」

        「家政婦を雇うなんて、一体、どんな人なの？」

        「大学時代の先輩で会社を経営しているのよ」

        まさかアダルトグッズを作っているとは言いづらい。紀子さんのおかげで性に対する不安がなくなった。世の中には性行為を苦手とする人もいるのではないかと思う。そういう悩める人のために彼女は会社を作った。とても立派なことだけど、大きな声ではなかなか言いにくい。

        「化粧品会社みたいな感じかな」

        「そうなの。まだ若いのに社長をやるなんてとっても立派ね」

        化粧品というのは間違いではない。デリケートゾーン専用の石鹸を売っていたり、肌がツルツルになるような化粧水も売っていたりする。

        「本当に立派な人なのよ。仕事がなかなか決まらなかったから、救われた気分だった」

        私が笑顔で言うと、お母さんは眉間にしわを寄せた。

        私はその重たい空気を変えるために、目をそらしてミルクティーを一口飲んだ。視線を合わさない私にお母さんは話しかけてくる。

        「いい先輩に助けてもらってよかったわね。でも、いつまでもお世話になっているわけにはいかないと思わない？」

        「うん……」

        「仕事が一時的に忙しくて雇っただけかもしれないし、また落ち着いたらあなたは必要じゃなくなるかもしれないわ。その時に、出て行ってなんて言いにくいんじゃないの？」

        一番気にしていたところを言われ、何も言い返せなくなる。仕事が確かに落ち着いているように見えた。

        倉田さんを連れてくる余裕もあるし、昨日は家で映画鑑賞もしていた。本当は私に出ていってもらって、意中の人を連れてきたいのかもしれない。私がいるから気を使わせているのかも。

        「無理をして仕事を探す必要もないと思うの。おせっかいかもしれないけど、今回、お見合い話を持ってきたのよ」

        「え？　……お見合いなんていいよ。今は婚約解消をしたばかりなのよ。結婚なんて考えたくない」

        トートバックから大きな封筒を取り出した。その中から写真を出して私の目の前に置く。

        思わず覗き込んだ。写真を見た印象はとても真面目そうというかんじ。スーツを着て色白で、メガネをかけた男性が写っていた。

        「お母さんの知り合いの、知り合いの息子さんなんだけど……。銀行員さんなのよ。年齢は涼花より三つ上。ちょうどいいと思わない？」

        「うん……。まぁ、そうだけど……」

        あまり乗り気しない返事をすると、お母さんは眉間にしわを寄せた。

        もう一度、写真に視線を移す。仕事を真面目にして、奥さんと子供を大事にしそうな雰囲気が漂っている。職業も申し分ないし、知り合いの、知り合いというまったく知らない人ではないから、安心もできそう。でも、今は、結婚は考えたくなかった。

        「転勤が多くて、なかなか相手が見つからなかったみたいなの。今は少し仕事が落ち着いてきたみたいだから、婚活してるんだって。性格も穏やかでやさしい人らしいわ」

        「そうなんだ……」

        私は、ぼんやりと写真を見つめる。幸せってなんだろう。婚約破棄があるまでは、結婚して子供を産むことが、人間として、女性として、一番幸福になれる道だと思っていた。幸せは、結婚相手から与えてもらえるもの――そう思っていたのだ。

        でも、今は……わからない。胸の中に何か他の感情があるのだが、言葉にして表そうとするとうまく表現できない。

        「どう？　悪い話じゃないと思わない？　結婚適齢期が遅くなってきているけれど、もう二十七歳でしょ。仕事も辞めてしまったんだし、ちゃんと自分の人生を考える時なのではないかしら」

        「うん……。考えてみる」

        お母さんの言うことはもっともだ。私もいつまでもこのままではいけないと思っていた。紀子さんにあまり迷惑をかけたくないし……。

        だからこそ、職安に通って自立しようと頑張っているのだけれども、うまくいかない。だからといって結婚へ逃げるのもどうかと思うけれど……。

        　

        お母さんと別れると、近くのスーパーに寄って夕食の買い物をした。今日のメニューは煮魚にしよう。

        昨日の夜、彼女は飲み会だった。飲み会の次の日の夜はあっさりしたものを食べたがる。紀子さんが喜んでくれるような夕食を今日も張り切って作ろう。

        　

        　　　◆

        　

        お見合いの話を聞いてから数日間、私はどうするのが一番いいのかと悩んでいた。夕食を食べ終えると、お互いにお風呂に入った。

        戻ってくるまでの間、私はソファーに座り、窓から見える景色を眺めている。紀子さんと一緒にいるのは心地がよくて、気持ちいいこともいっぱい教えてくれて、ここに一生住んでいられたらいいと心から感じているが、迷惑をかけられない。

        寂しいけれど、今、彼女から離れなければ一生を離れるチャンスがないだろう。

        お見合いがいいきっかけになるかもしれない。

        「……お見合いをしよう」

        そして、ここを出ていく。寂しいけれど、永遠に一緒にいることは、許されないのだ。紀子さんと過ごした思い出の時間を胸に抱いて行きていこう。

        ぼんやりとしていると、紀子さんが近づいてきて頭を撫でてくれる。

        「最近元気がないようだけど、何かあった？」

        私はゆっくりと頷くと、愛しの人の瞳をじっと見つめた。何かを感じ取っているようで、少しだけ表情が引きつっている。でも、いつもと変わらない余裕たっぷりの態度は、崩していない。体ごと彼女のほうに向く。

        「お見合いを……しようと思っています」

        「ええ!?」

        いつも冷静な紀子さんが、感情を露わにした。

        「急で申し訳ないのですが、来週の火曜日に出て行こうと思っています」

        「あら、家政婦さんが急にいなくなるのは困ってしまうわ」

        「本当に申し訳ありません」

        「あなたが考えたことなら仕方がないわ。いい話になるといいわね」

        ここを出て、実家に戻るつもりでいた。お見合いをし、もし今回は決まらなかったとしてもまた次のお見合い相手を探し、結婚する。

        どんなに紀子さんを好きになっても私たちは女同士なのだ。結婚することも子供を作ることもできない。

        そんなの気にしないといって一緒にいるカップルもいるけれど、私は自分の心を優先して親を悲しませることができない。

        そうやってストップをかけられるということは、私の恋心は本気ではないのかもしれない。

        「涼花のウェディングドレス姿、とても可愛らしいでしょうね」

        実は少しだけ、引き止めてくれるかもしれないと期待している自分がいた。ところが、私のお見合いには賛成らしく、ウェディングドレスの話までする。落胆する私だが、紀子さんに気がつかれないようにニコニコと笑っていた。

        「結婚式は呼んでちょうだいね。あなたの幸せそうな姿を見るのが楽しみだわ」

        紀子さんは本当に、楽しみだと思っているのだろうか。

        いっぱいキスをして、感じるところに触れ合って、抱き合った。あの時間たちは、快楽を得るためだけの行為だったのだろうか？

        うつむいている私の顎を、くいっと持ち上げて、視線を合わせると、私にキスをした。

        柔らかくて甘い味がする唇を、私が舐めた。ワンピースタイプのパジャマの上から、胸の先端を爪の指先で弾かれると、すぐにつぼみが大きくなりコリコリとしてきた。

        「あぁっ……ん……っ」

        「お見合いをしようと思っているのに、私に触れられて感じてしまうなんていけない子ね」

        「意地悪」

        紀子さんはクスッと笑って唇を割って舌を入れてきた。舌と舌が絡まりついて、濡れた音が響く。キスをしているだけで背筋がゾクゾクとしてきた。

        執拗にキスを繰り返し、パジャマの上から尖りきった胸の先端をつままれる。気持ちがよくて体がくねくねと動いてしまう。

        「んぁ……あぁっ……んっ……」

        パジャマの上から胸の先端を舐め始めた。一部分だけが濡れて色が濃くなっていく。紀子さんへの長い舌が上下に動くと、胸の先端が擦れて気持ちがいい。淫らな光景で、心臓の鼓動が速くなっていく。

        「あぁぁんっ……紀子さん……はぁんっ……あぁぁんっ……」

        直接舐めてほしいのに、焦らしてなかなか舐めてくれない。私が舐めてほしくてたまらないのもわかっているはずなのに、ねっとりとゆっくりとパジャマの上から乳頭を虐める。

        爪の先で引っかかれ、パジャマの上から唇で乳頭を挟まれ……。私の体温はどんどんと上がっていった。

        「涼花の頬がピンク色に染まっているわ。そんなにいやらしい瞳ができるようになったのね。これなら男の人とセックスするのも問題がないわ」

        紀子さん以外の人と、こんなことをすると想像したら悲しくなってくる。快楽がほしいわけではない。愛する人と肌と肌を重ね合わせたいのだ。愛する人と触れ合うからこそ気持ちよくなるものだと思う。

        パジャマの裾から手が入ってきて太ももを撫でられる。膝から内腿にかけて何度も何度も手がゆっくりと行き来する。全身に鳥肌が立ち、足の間からは蜜があふれてくるのがわかった。

        「両手を上に上げて」

        言われたとおりにするとパジャマを脱がせてくれた。私の体を隠しているものは、紐の白いパンティーだけ。紀子さんが私にプレゼントしてくれたショーツだ。レースがついていて透けていてセクシーである。

        「ソファーの背もたれに手をついて膝で立って？」

        「……はい」

        「そう。お尻を突き出すのよ」

        お尻を鷲掴みされて揉まれる。少し痛いくらい強くて、体がビクビク跳ねてしまう。ショーツの紐が解かれて、秘所が空気にさらされる。

        紀子さんの顔が近づいてきて、お尻の割れ目をペロッと舐めた。

        「あ、んっ」

        お尻の割れ目から蜜壺に向かってペロペロと舐められると、だんだんと濡れてくる。触れてほしいのになかなか触れてくれない。

        もどかしくてお尻を動かすと、紀子さんの舌が敏感な部分に当たる。

        「自分で押し当ててくるなんて……」

        紀子さんの指が花びらを割って花芯を弄りはじめた。上下左右に予想が不能な動きをされ、熱を帯びてくる。まだ蜜壺には触れられていないのに、こぽっと蜜があふれてソファーに落ちた。

        太ももに伝う蜜を人差し指ですくい上げると、花芯に塗りつけられる。

        「はぁんっ……あぁっ……んっ……」

        蜜をまとった指の滑りがよくなり、擦るたびにクチュクチュと音がした。

        自分がこんなにも濡れてしまうなんて恥ずかしくてたまらない。顔が熱くなる。喘ぎ声が止まらなくてソファーの背もたれに顔を埋めた。

        紀子さんは、人差し指で花芯を擦りながら、右胸の乳頭を強くつまむ。甘い快感が全身に回っていく。

        「あっっぁん、駄目ぇ……、はぁぁんっ……」

        「本当はもっとしてほしいんでしょう？」

        紀子さんはどこに置いてあったのか、バイブを取り出すと電源を入れて蜜壺の入り口をゆっくりかき混ぜて、蜜があふれ出してくると、奥まで一気に挿し込んだ。

        「あぁっ！」

        私は悲鳴をあげて背中を反らせる。一気に子宮の入り口を突かれると、気持ちがよすぎて頭が真っ白になってしまう。

        「そんなにいいの？」

        「あぁん、はぁん、あ、やぁ……ん、突かないで………、の、紀子、せん……ぱ……い、あぁぁんっ」

        激しくバイブが動かされたので、あっという間に、快楽の波に飲み込まれてしまった。崩れ落ちるようにソファーの上に座り込んだ。呼吸が乱れ、体が熱くなっている。

        「もっと、もっと、可愛いがってあげる」

        ソファーの上に横になった私の上に紀子さんが乗っかってきた。胸の先端を舐め始めた。達したばかりの私の体は、敏感になっていて、胸を弄られるだけで、再び絶頂を迎えてしまう。

        「あぁんっ！」

        二人を甘くていやらしい香りが包み込む。紀子さんの楽しそうな笑い声が聞こえてきた。瞳を開くと、気のせいかもしれないけれど……寂しそうな瞳をしていた。

        私が家を出て行くことを悲しいと思ってくれているのだろうか？

        聞きたいけれど聞けない。本当の気持ちを聞いてしまえば、私は深く傷つくかもしれない。

        「涼花、夜はまだまだ長いわ。私とあなたが一緒に過ごした思い出が、あなたの記憶から消えないように……。今夜はもっともっと楽しみましょう」

        　

        　　　◆

        　

        紀子さんの家を出て行く日になった。いつものように朝ご飯を作り、紀子さんが起きてくるのを待っていると、自分の部屋から出てきた。

        「おはようございます」

        「おはよう」

        寝起き姿の彼女を見ることが、もうできなくなる。彼女は寝ぼけていても、多少顔が腫れていてもとても美しい。キッチンにやって来てミネラルウォーターを一気飲みすると、シャワーを浴びに行く。

        私はその間に食卓テーブルに食事を並べる。

        今日は最後だから、紀子さんが大好きなしじみのお味噌汁を作った。

        シャワーを浴びてメイクをして、白いシャツにパンツを履いた紀子さんが戻ってくる。

        いつもと変わらない朝なのに、違うのは、私のキャリーバッグがリビングの端っこに置いてあることだ。

        「あの……。お夕食困るかもしれないので、一週間分は作り置きしてあります」

        「ありがとう。最後の最後まで気が利くわね。秘書を持たない私だけれども、あなたを秘書にすればよかったわ」

        爽やかな満面の笑みを浮かべられると、出て行きたくなくなってしまう。

        でもお見合いは三日後。両親は私がお見合いをすると伝えるととても喜んでくれた。まだ結婚が決まったわけではないのに、式場をどうするかとか、両親は話しているらしい。

        「私なんて、何の資格もないので秘書なんてできるわけありません」

        「自分のことを低く言うのはよくないことよ」

        「ごめんなさい」

        「涼花は、素晴らしい立派な人よ。自信を持ってお見合いに挑んできてね」

        「わかりました。紀子さんも何かあれば気軽に連絡してきてください」

        「ありがとう」

        しじみの味噌汁を飲むと、ほっとした表情をしてくれる。やわらかな日差しが入ってきて、紀子さんを照らす。

        食事が終わるのを見届けると、いつもどおり玄関まで見送る。見つめ合うと、紀子さんは切なげに微笑んだ。

        「涼花……元気で」

        「紀子さんも……」

        何か言いたそうな瞳を向けられて胸が苦しくなった。離れたくない。今日も、帰ってくるのを待っていたいけれど……。

        紀子さんが私を抱きしめる。

        「行かないで」

        耳元で囁かれ、胸が苦しくなった。すぐに抱きしめるのをやめると、紀子さんは無理に笑みを浮かべる。

        「嘘よ。幸せになってね」

        紀子さんが玄関から出て行った。これでお別れなのに『ありがとう』も『さよなら』も言えなかった。私の頬には涙がポロッと流れていた。涙を拭うと、リビングに戻った。紀子さんの食べ終えた食器を洗い、片付けを終えると、私はソファーに座った。

        窓から見える景色を忘れないように、目に焼き付ける。ここで過ごした思い出が、消えてしまいませんように……。

        私はキャリーバッグを持つと、紀子さんの家を後にした。

        


        　

        　

        第五章　花びらのようなキスマーク

        　

        お見合い当日になってしまった。昨夜ほとんど眠ることができず、うとうとした頃に空が明るくなっていた。ベッドから降りてカーテンを開き、外を見るとあいにくの曇り。

        胸がもやもやとして気持ちが重かった。結婚が決まったわけではないけれど、今日お見合いをしてしまえば、人生がある程度見えてしまうのではないかという不安に押しつぶされそうだった。

        「涼花、早く着替えちゃいなさい」

        一階からお母さんの声が聞こえ、私は大きな声で返事をする。本当は着物を着なさいと言われたけれど、着物はあまり好きじゃない。見た目は優雅で好きなのだけど、帯をきつく締められるのが苦手だ。

        お母さんは仕方がないといったふうに納得してくれた。代わりに着るのは、ベージュのワンピース。清楚に見えてやさしい雰囲気に感じるらしい。私は自分でお見合いをすると言っておきながら、浮かない気持ちでいたので、どんなワンピースを見せられても何とも思わなかった。

        ストッキングに足を通した。ふと全身鏡に映る自分を見ると、胸元に花びらのようなキスマークが咲いている。そっとキスマークを人差し指で触れると、紀子さんに気持ちよくしてもらった日々が脳裏に一気に蘇った。体が火照りだし、胸の先端や脚の間が疼いてくる。

        紀子さんは毎日ちゃんとご飯を食べているだろうか。ソファーの上で眠ってしまって風邪をひいていないだろうか。

        紀子さんのことを考えると胸がぎゅっと締めつけられる。キスマークが消えてない状態でお見合いに行くのは、なんとなく心が重かった。

        それでも時間が迫ってくる。約束のお見合いには行かなければいけない。私は何とか着替えを済ませ、メイクをした。派手にならないような清楚な雰囲気のメイク。

        髪の毛はハーフアップにする。お見合いの席でいくらいい雰囲気に見せたとしても、本来の私を知っても、相手は私を受け入れてくれるのだろうか。

        本当に今は絶対お見合いをしなければいけないのだろうか。自分の中で自問自答していると、一階からお母さんの声が聞こえてくる。

        「涼花、急ぎなさい」

        親孝行は大事なことかもしれないけれど、急かされて好きでもない人と結婚しなきゃいけないのは何か違う気がしてきた。

        昨日の夜まで決意ができていたはずなのに、どうしてこんなに迷うのだろう。紀子さんがつけたキスマークを見てしまったせいだろうか。

        鏡に向かって笑顔を作ってみる。自分でも思うほどぎこちなかった。頬を二回、パンパンと手のひらで叩いて、気を引き締める。

        大きく新呼吸をしてから私は一階へ降りていった。

        ワンピースを着たお母さんがいつもより化粧を濃くして、気合を入れている。階段から降りてくる私を睨んでいた。

        「早くしなさいよね。……あんた、もしかして、緊張してるの？」

        「そんな感じかな」

        「大丈夫よ。あんた見かけだけはいいから」

        褒めているのか、貶しているのかわからない母親の言葉には、面倒だったから反論はしないでおこう。

        私とお母さんは家から外に出ると、タクシーを拾って、乗り込むと、駅前にある待ち合わせのホテルの住所を告げた。

        　

        ホテルの一階にある和の雰囲気漂う喫茶店が約束の場所だ。席に案内されると椅子席で安心する。あまり座敷は好きじゃない。半個室風で他の人に会話が聞かれにくそう。

        テーブルにつくと、私とお母さんは、黙り込んだ。娘のお見合いに付き添うってどんな気持ちなのかな。

        お父さんとお母さんは恋愛をして結婚をしたらしい。お母さんは私に本当は恋愛結婚を望んでいただろう。でも、お母さんは私の年齢を気にしている。他の人よりも人一倍、結婚適齢期を意識しているように感じていた。思い返せば、学生時代から『女には賞味期限がある』という言葉を何度も聞かされていたかもしれない。

        「選んでくれるといいわね。あんた美人なんだからニコニコしていれば大丈夫だから」

        「……何それ」

        お見合い会場に来たのに、私はまだ本当にお見合いをしてもいいのかと悩んでいた。紀子さんの顔ばかりが頭に浮かぶ。

        ――会いたい。今にも会いに行ってしまいそうなくらい感情が爆発してしまいそうだったが、押さえ込む。

        私が紀子さんのところに行ったとしても、驚かれてしまうだけだろう。どうしてお見合いから逃げてきたのかと質問されたら、困ってしまう。

        相手が異性であれば『あなたのことが好きです』と、玉砕覚悟で告白するかもしれない。でも……私と紀子さんは、女同士なのだ。

        　

        「お待たせしました」

        陽気な声に振り返ると、仲人さんとお見合い相手が入ってきた。私とお母さんは立ち上がって頭を下げる。ゆっくりと顔を上げて、お見合い相手に視線を送った。写真で見たとおりの真面目そうな人だ。

        「お忙しいところ、わざわざありがとうございます。お久しぶりね、涼花ちゃん。ずいぶん美人さんになっちゃって」

        仲人さんは、お母さんの高校時代からの友人で、私も何度か会ったことがある。五年ぶりくらいに会うがあまり変わっていない。

        「本日はよろしくお願いいたします。涼花と申します」

        「田中秋良たなかあきらです。よろしくお願いします」

        私がお辞儀すると、田中さんも頭を下げる。お互いに席につくと、日本茶と花の形をしたあんこのお菓子が運ばれてきた。

        相手が手をつけるまでこちらは手をつけない。お見合いの作法に書いてあった。おいしそうなお菓子だなぁと思っているけれど、田中さんは一向に食べようとしない。

        堅苦しいルールに嫌気がさしていた。食べたければ、食べてもいいんじゃないかと思うけれど、そういうわけにもいかないのだろう。

        田中さんに実際会ってみると、真面目というより、コミュニケーションが苦手なのかなと感じる。せっかくのお見合いの席なのに、目も合わせてこない。

        「家政婦さんとして働いていたんですってね。そしたら料理も洗濯もバッチリね」

        「あ、はい。家事は大好きですね」

        「それは、ポイントが高いわね」

        同意を求めるが、彼はあまりいい反応をしない。

        この人と結婚をして、生活をして、セックスするなんて……。想像すると嫌気がさしてきた。吐き気がする。

        私、この人と結婚したくない。

        結婚なんてどうでもいい。

        愛する人と一緒に過ごしたい。

        紀子さんと暮らしたい。

        私のことをどう思っているかわからないけれど、今すぐ紀子さんに会いたくてたまらなくなる。

        お見合い中、私は相手の言葉が耳に入ってこなかった。

        「では、また後日。今度は若い二人で会えるといいですね」

        仲人さんと田中さんが深く頭を下げてくれ、私とお母さんも頭を下げた。

        ホテルを出て二人を見送る。

        紀子さんの家を出ていく時――行かないで、と言ってくれた。すぐに誤魔化されたけれど、もしかしたら、本心だったのではないか。私と同じ気持ちでいてくれたのかもしれない。

        「田中さん、いい人だったわね。涼花にはもったいないくらいの人ね」

        「ごめんなさい」

        私の呟きにお母さんは驚いてこちらに顔を向けた。

        「何、贅沢を言っているの」

        「そうじゃないの、ごめん。やっぱり、結婚なんて……できないの。ごめん、お母さん」

        今すぐに紀子さんに会いたい。私はお母さんをその場に残して走り出していた。

        　

        　　　◆

        　

        急いで駅に向かうと、新幹線に飛び乗る。流れてゆく景色を見つめていると、私はなんてことをしてしまったんだろうと思ったが、自分が紀子さんに対する気持ちは本物なのだと深く自覚をした。

        彼女を恋愛対象として意識し始めたのは、アダルトグッズで快楽を教えてくれた頃からだった。好きになってはいけないと思えば思うほど、心がだんだんと惹かれていく。

        家政婦の仕事を申し込んで紀子さんに再会できた時、本当に嬉しかった。男とか女とかそういう以前に、私は彼女に学生時代から憧れていたのだろう。

        社会人になっても先輩はどうしているのだろうとふと思い出すことがあった。大人になって再会した時、彼女は学生時代よりももっともっと素敵な女性になっていた。まさか自分が紀子さんに恋をしてしまうなんて想像していなかった。

        人生、何が起きるかわからない。たった一度きりの人生なのだから、後悔しないで気持ちを伝えたいと思ってしまったのだ。

        東京駅に着き、タクシーに乗って、私は紀子さんの会社に向かう。もう、十七時。空はだんだんと暗くなっていた。

        今日が私のお見合いの日だと知っているはずだから、突然私が姿を現したらどんな表情をするのだろう。

        　

        あっという間に紀子さんの会社が入っているビルに到着してしまった。料金を支払うとタクシーを降りる。

        私は緊張しながら歩みを進めていく。エレベーターに乗り込むと、紀子さんの会社が入っている階のボタンを押す。

        エレベーターから降りると受付の電話を鳴らした。名前を告げて紀子さんに会いたいと伝えると、出てきたのは倉田さんだった。

        びっくりして、動揺してしまう。

        「こんにちは。家政婦を辞めたと聞きましたが、お元気でしたか？」

        「は、はい……。あの……」

        「藍瀬は、今会議が終わって社長室にいますので、こちらへどうぞ」

        倉田さんが社長室まで案内してくれる。扉の前に立つと、ノックをして中に入っていった。

        外で待っていると、倉田さんと紀子さんが出てきてくれる。

        私の顔を見てとても驚いた顔をしていた。

        「涼花、どうしたの？」

        「紀子さんにどうしても話をしたいことがありまして……。会社まで来てしまって本当に申し訳ありません」

        「まさか……夢じゃないのね」

        倉田さんが頭を下げていなくなる。

        私は社長室に入ることにした。

        大きな机に背の高い椅子があり、奥には六人がけのテーブルがある。スタイリッシュなグレー色のロッカーにはファイルが色々入っていた。

        私は案内された応接セットに座ると、紀子さんがコーヒーを出してくれる。

        「今日、お見合いだったんじゃないの？」

        しばらく何も喋れない私だったが、ゆっくりと顔を上げて紀子さんを見つめた。

        「お見合いはお断りしてきました」

        「そう。相手の男性がいい人じゃなかったの？」

        「……そういうわけではなくて、もっと大事なことがわかってしまったんです」

        私は紀子さんの瞳を真剣に見つめた。

        「私は心から好きな人に出会ってしまいました。その人は私と同じ女性なんです」

        紀子さんは、頬を紅潮させて私の言葉に耳を傾けてくれる。

        「私は、紀子さんのことが大好きです」

        「……」

        「こんなことを言ってしまいごめんなさい。わ、私……大学時代から紀子さんの考え方に憧れていました。家政婦になり一緒に過ごすうち、恋をしてしまったんです」

        一気に言い終えると、体温が上がっていた。

        呼吸が乱れている。紀子さんは何も言ってくれない。

        突然現れて、愛の告白をされて、困ってしまうのも当然だ。自分の一直線の気持ちを優先してここに来てしまった。

        「ごめんなさい……。私にそんな目で見られても困りますよね。私、恋愛対象は男性だと思っていたんですが、好きな気持ちは相手が男性であろうと女性であろうと関係ないんだって気がついたんです」

        私の目をじっと見つめてくる。紀子さんの唇が震えだし、瞳を潤ませ、満面の笑みを浮かべた。いつも感情を露わにしない彼女だが、今日は一人の恋する乙女のように愛らしい。

        私はドキドキしながら紀子さんの目を見つめ返した。すると紀子さんは立ち上がり社長室のドアの鍵を閉める。どうしたのだろうと思って首をかしげていると、紀子さんが後ろからぎゅっと抱きしめてきた。

        「本当にあなたは悪い子ね。社長室なのに私を興奮させるなんて……」

        「え？」

        紀子さんも私のことを好きでいてくれたのだろうか。倉田さんのことが好きなんじゃないか？　頭の中でぐるぐると考えてしまう。

        「紀子さんは……倉田さんのことが好きなのではないですか？」

        「え？」

        私は、おそるおそる震える声で聞いてみた。もし、紀子さんと倉田さんが恋仲であるなら、邪魔はできない。自分は身を引くしかないのだ。

        予想外の質問だったらしく、驚いているみたい。

        「どうして、そんなふうに思うの？」

        「倉田さんが家に来た日だったと思うんですが、あの日に私はずっとここにいてはいけないと感じました。紀子さんと倉田さんが親密な関係に見えたからです。思い返してみれば、あれは私のジェラシーだったと思います」

        「うふふ」

        何がおかしいのか、笑っている。不安になり首を後ろに向けると、紀子さんは私の目の前に回ってきた。

        「彼はゲイ。私はビアンよ」

        「そ、そうだったのですか？」

        衝撃的な話に私の心臓が飛び出しそうになる。色々と整理しなければいけないのだけど、胸の鼓動が速くなり言葉が出てこない。

        「彼とはそういう意味でもわかり合える親友みたいなものなの。ジェラシーなんて、必要ないわ」

        紀子さんが私の隣に腰をかけて、体ごと私のほうに向く。ドキドキして耳が熱い。顎をクイッと持たれ視線を合わせられた。顔が近づいてきて、二人の唇が重なる。

        紀子さんから受けるキスは久しぶりだった。

        柔らかくて弾力性のある唇にキスしてもらうのが大好きで、毎日毎日楽しみだった。家を出る時は、もう一生、触れ合うことはないと思っていたけれど、今こうして愛情たっぷりにキスしてもらえたことが嬉しくて、涙が出そうになる。

        唇を丹念にペロペロと舐めてくれる。

        私の唇を本当に美味しそうに舐めて、吸うのだ。気持ちがよくて、目がとろんとしてくる。キスが好きなわけではなく、相手が紀子さんだから私はすぐにとろけてしまうのだ。

        唇が離れると、熱視線を感じて、私は瞳を開いた。

        「こんなに可愛らしい格好をして……」

        「ありがとうございます」

        「勇気を出させてごめんなさいね」

        「いえ」

        「私が、出ていくあなたを止めていたら、よかったんだわ」

        強く抱きしめられると、紀子さんの薔薇のようないい香りが鼻を通り抜ける。この甘くて高貴な匂いが大好きだ。

        「去る者追わず……。そう、生きてきたのだけど、あなたがいなくなる時、悲しくておかしくなりそうだったわ」

        「紀子さん……」

        そんなふうに思ってくれるなんて、胸が熱くなる。気持ちが抑えきれなくなり、私から紀子さんにキスをした。彼女は応えてくれ、私の胸を揉みしだく。

        「あっ……ん、いやぁんっ」

        ワンピースの横にあるファスナーを下されると、ブラジャーが顔を出した。紀子さんと出会ってから、私はいつもレースの可愛らしい下着を身につけることにしていた。今日着ている白のレースの下着を見てニコッとする。

        「ちゃんと、素敵な下着をつけているのね」

        フロントホックを外されると、胸が露わになる。紀子さんの細くて綺麗な指が胸に埋もれるほど、強く揉んでくれた。胸の先端が硬くなり赤く膨らんでいる。人差し指で擦られると、甘い痺れが走り抜けた。

        「あぁんっ……」

        ここは社長室。淫らなことをしていい場所じゃないのに、ついつい声が漏れてしまう。私は自らの手のひらで口を抑える。

        「んっ……」

        人差し指と親指で胸の先端をつままれ、引っ張られる。両方同時に刺激された私は、体が勝手にピクピクと動く。

        色っぽい瞳に見つめられる。紀子さんは自分の指を咥えて唾液を含ませた。テカテカに光っている指先が乳首を弄りだす。ぬるついた指先の動きがいやらしくて……。

        「あぁん、そんなに、コリコリしないで……んっ……くださぁいっ」

        「もっとしてほしいなら、素直に言わなければいけないのよ」

        「だって……はぁんっ」

        紀子さんは口をすぼませて胸の先端を吸ってくる。空気を含んでチュパチュパと吸われると、快楽で力が入らなくなった。

        「あぁぁん、せん、ぱい……んっ」

        胸しか弄られていないのに、脚の間が熱くなっていく。太ももを擦り合わせると、次から次へと蜜があふれている気がした。

        スカートの中に手が入り込んでくる。ストッキングの上から太ももを撫でられると、ゾクゾクしてきた。焦らしてなかなか触れてほしいところに、触れてくれない……。

        「紀子さん……はぁん」

        「気持ちよすぎて腰がくねくねと動いているわ」

        「そんな恥ずかしいこと言わないでください……」

        「いいじゃない。私しか見てないんだから」

        紀子さんは私のストッキングを脱がせた。ソファーの上で足を大きく開かれる。ショーツをじっと見つめて笑みを浮かべている。

        「まだ胸しか触っていないのに、ショーツに染みができちゃっているわ」

        恥ずかしすぎて穴があれば入りたい気分だ。紀子さんは私の足を大きく広げると、顔を近づけてきた。パンティーの上から指で上下に動かされる。腰がピクピクと動いてしまい、恥ずかしくてどうしようもない。

        「あんっ、ん」

        「こんなに濡らしたら、ノーパンで帰らなければいけないわね」

        「そんなぁ」

        「これ以上濡れると大変なことになっちゃうから、脱がせてあげる」

        パンティーが脱がされたので、足を閉じようとすると、紀子さんが入り込んできて閉じられない。

        大事なところをじっと見つめられるだけで、熱を帯びてしまう。息を吹きかけられると、体が跳ねた。

        「あっ、ん」

        「敏感な体も大好きよ」

        「はぁん」

        花びらを指で開かれると、敏感になっているお豆が顔を出した。紀子さんの色っぽい唇から舌が伸びてきて、ペロリと舐めた。強い快楽に、私は瞳をぎゅっと閉じる。

        「ひゃん、んっ！」

        音を立てながら舐められ、熱されたチョコレートのように、溶けてしまいそう。とろとろのチーズのような愛蜜があふれだす。

        「ぁん、駄目、紀子さん……わ、私っ」

        達してしまいそうなところで、紀子さんは、舐めることをやめてしまった。呼吸が乱れている私は切ない気持ちで視線を送る。

        「これから、私たち一緒に生活するということでいいのかしら？」

        「もちろんです。紀子さん……こそ、こんな私でいいのですか？」

        「ええ。末永くよろしく」

        紀子さんがこれからも一緒に住もうと言ってくれたことに、感動を覚える。涙目で見つめると、微笑んでくれた。

        紀子さんが立ち上がって、ロッカーからバイブを持ってくる。ピンク色で可愛いのに形はかなり卑猥だ。蜜壺に入ったらちょうど敏感な豆に当たりそうな毛までついている。中からも外からも気持ちよくなれそうなアイテムだ。紀子さんに出会ってから、ラブグッズが大好きになってしまった。

        電源を入れるとぐるぐると回り出す。

        「これを中に挿れると、この毛が花芯に当たるのよ。ダブルの刺激に、あなたも虜になると思うわ。息を吸って……力を抜いて」

        体の力が抜けると、脚の開きがさらに大きくなった。先端を蜜壺に挿れられるだけで、かなりの刺激がある。

        「はぁんっ……んっ……」

        「もっと、奥まで挿れていくわよ」

        「あぁぁんっ」

        子宮の入口を少し刺激されただけで、達してしまいそうになる。秘所が熱くなっていて、全身が敏感になった。

        すっぽりと中に入るとバイブがグルグルと回転し、毛が敏感な豆にちょうど当たり、激しい快楽に襲われる。

        「や、ん、いく、いっちゃう……んっ……あぁんっ」

        あまりにも気持ちがよすぎて、私は我を忘れて喘いでいた。紀子さんが容赦なく攻め立ててくる。お腹の中から湧き上がってくる感覚があり、耐えられなくなってしまう。

        「あぁー、んっ……、紀子さん……はぁんっ……、おかしくなっちゃいます、んっ……そんなに、あぁぁっ！」

        達したと同時にバイブを抜いてくれた。私は豪快に潮を吹いてしまう。

        「……はぁん、ご、ごめんなさい……」

        紀子さんが私の隣に腰をかけて、頭を撫でてくれる。頬や額に何度もキスをして、たっぷりと愛を注いでくれた。

        紀子さんも私のことが好きなのだという気持ちが伝わってくる。もっと早く素直になっていればよかった。

        甘い余韻に浸っていると、紀子さんは綺麗に私の体を拭いてくれた。こんなにも私のことを愛してくれる人はこれからもいないと思う。男性とか女性とか関係なしに、心から愛せる人に出会って本当によかった。

        「風邪を引いてしまうわ。さぁ、お洋服を着ましょうね」

        紀子さんに愛された部分がまだ火照っている。私も紀子さんのことが触りたいし、もっともっと続きをしたい。でもここは社長室。そんなにベタベタしてられない。私の気持ちがわかったのか、着替えをしていると後ろから抱きしめてくれる。

        「まだまだ物足りないでしょう。涼花は、私の手によって体が変わってしまったのよ」

        「……感じられる体になってすごく嬉しいです」

        「本当にいい子ね。これからもっともっと、感じやすい体にしてあげるわ。私に愛されて、あなたはどんどん美しくなっていくの」

        「紀子さん……大好き」

        ワンピースのファスナーを上げてくれる。私が振り返ると紀子さんはやさしいキスをしてくれた。

        「お腹が空いたわね。何か食べて帰りましょうか」

        紀子さんはパソコンの電源を消して戸締りをする。家でまったりしているときも、会社でバリバリ働いている姿も、どっちとも魅力的だ。こんな素敵な人が自分の恋人になって本当に良いのだろうか。

        私と紀子さんが一緒に社長室から出ると、倉田さんと鉢合わせした。私は自分の体から甘い匂いが走っていないかとちょっと不安になってしまう。きっと、私の顔は相当を赤くなっているに違いない。

        「社長、失礼いたします」

        倉田さんは口元をくいっと上げて笑うと、頭を下げてエレベーター向かった。あの笑顔は意味深すぎる。私と紀子さんが社長室で何をしていたのか気がついているのだろう。

        紀子さんをちらっと見ると、全然動じていない。こういう堂々としている姿も素敵だと思う。

        「さ、帰りましょう」

        　

        　　　◆

        　

        紀子さんと暮らし始めて 、二ヶ月が過ぎていた。

        お見合い会場から飛び出した私を、お母さんはとても怒っていたけれど、今は、どうしてもやりたい仕事があるからと必死で伝えたら、理解してくれた。

        「あなたの人生だからね」と。

        今私は、紀子さんの秘書として働かせてもらっている。医療事務の資格を取ろうと勉強していたけれど、自分の下で働いてほしいと必死でお願いしてくれたので、役に立ちたいと思ったのだ。

        働き始めてちょうど一か月。わからないこともたくさんあり、秘書という仕事をしたことがなかったので、迷うこともいっぱいあったけど、必死で走り抜いてきた。

        社長である紀子さんと、同じ気持ちで、会社を発展させたいと思い、仕事に励んでいる。

        仕事も住むところもずっと一緒。こんなに幸せなことはない。

        　

        入浴を終えて、スーツに着替える。しっかりとメイクをして、ボブヘアーを綺麗に整えた。

        よし、今日も一日頑張ろう。

        リビングルームに向かうと、 私が作った手料理をテーブルに並べる。ゆっくりと二人で朝ごはんを食べる。

        「朝から美味しいご飯を食べれて、私は本当に幸せだわ」

        「紀子さんがこんなに喜んでくれるなら、作った甲斐があります」

        にっこりと微笑んでくれた。紀子さんの笑顔を見るだけで、今日も元気いっぱい働けそうだ。

        「さ、出勤するわよ」

        朝食を取り終えた私たちは、二人で会社に向かう。一緒に出勤しても、私と紀子さんが特別な関係があることを疑う人はいない。とても仲のいい社長と秘書だと思われている。

        紀子さんは車を運転して出勤をする。私は助手席に乗せてもらって、ほのぼのとした気分だった。大好きな人と毎日出勤できるなんて幸せ……。

        「今日は新しいクライアントとの打ち合わせがありますね」

        「ええ。あそこの会社は、男性向けのアダルトグッズ専門店だったんだけど、これからは女性も気軽に使えるグッズを取り上げたいって言ってたのよね」

        「いい話になるといいですね」

        「午後からの予定は？」

        「インターネットの販売強化会議があります」

        「そうだったわね。最近、インターネットの売り上げがかなり伸びてきているから、強化したいと思っているの。何かいいアイディアないかしらね……」

        「そうですね……。可愛らしいキャラクターを作ったらどうでしょう。そのキャラクターがラブグッズの使い方を説明するとか……」

        「あら、いいアイディアね。涼花にも会議に出席してもらおうかしら」

        車が会社のビルの地下駐車場に到着した。

        「か、会議ですか？　私のようなものが参加するなんて……ありえません！」

        エンジンを止めた紀子さんが、私のほうを見つめる。手の甲で私の頬を撫でてきた。

        ドキッとして言葉を飲み込むと、顔が近づいてきてキスをされてしまう。誰かに見られたら困るのに、彼女は全く気にしている様子がない。唇を割って舌が入り込んでくる。ヌチュヌチュと車内にキスの濡れた音が響いた。

        紀子さんのキス――。朝から濃厚すぎなんですけど！

        「涼花は、とても立派な女性よ。仕事もいっぱいするし、よく気がつくし。私は心から信頼している秘書に出会えて幸せだわ」

        「社長……」

        涙目で見つめると微笑んでくれる。紀子さんの笑顔を見ると、心が温かくなり、頑張れそうな気持ちになるのだ。

        「私の会社を一生懸命盛り上げようとして考えてくれているし。だからもっと自信をもってほしいの」

        紀子さんはしっかり頷くとドアを開けて外に出た。続いて私も助手席から降りる。紀子さんの後ろをついて歩く。エレベーターに乗り、フロアーに向かうと、社長室に入った。私は、社長室の隣に用意してもらった秘書室に入り、パソコンを起動する。

        自信のない私を紀子さんが変えてくれた。本当に紀子さんと出会えてよかった。窓から外を見ると青空が広がっている。

        私は、深呼吸をして微笑み仕事に取りかかった。

        　

        　

        　

        完

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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